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　毎月１回の定例会では、会員それぞ
れが調べたことの発表や気になってい
ることの共有、勉強会をして深く追求
しています。また、視察研修をおこない、
知識を深めています。

定例会を開催

視察研修（国分の隼人塚）

　横瀬古墳や都萬神社、飯福寺、神領
古墳群など、町内各地でガイドツアー
をしています。熟知したガイドが案内
するので、より楽しむことができます。
※要予約
� 問 役場　商工観光課　広報観光係

文化財ガイドツアー

三文字地区でのまち歩きガイドの様子

平成27年に開催された国民文化祭
では、横瀬古墳を紹介

　最近では、特定非営利活動法人このはな主催
のイベントにおいて、参加した子どもたちに、
横瀬古墳のつくりや歴史についての講話や、会
員が手づくりした「火おこし器」で当時の火お
こしを体験させました。
　参加した子どもたちからは「楽しかった。火
がなかなか付かず、この方法でいつも火をおこ
していた昔の人は凄いと思った」と初めての体
験に興味津々の様子でした。

地域の子どもたちへの歴史講話

　石造物の移設や標柱立てなど
を、関係者や土地の所有者など
の許可を得て実施しています。今
年８月には、持留神社に移設した
石造物が「猿

さるくい
喰の石造物」という

名称で大崎町指定文化財に登録
されました。また、文化財登録
の有無にかかわらず、「守りたい、
町民の皆さんに知ってもらいた
い」という思いで、草で隠れない
ように藪払いを実施しています。

歴史的な文化財を
守る取り組み

拓本採り

石造物の移設

町ホームページからも
閲覧できます

　町教育委員会が発行している史跡ガ
イドブック「おおさきの歴史を旅してみ
ませんか」に、地域の方からの情報収集
や図書館での資料集め、文章作成など
で全面協力しました。令和３年度の再
版では、初版には掲載が間に合わなかっ
た永吉地区を追加で掲載しています。

史跡ガイドブックの
発行に協力

 

档ヶ山公民館

 

 

 

 

崎園公民館

 
牧公民館

 

宮園公民館

 

牧之内公民館

 
船迫公民館

 
中段公民館

 
上鷲塚公民館

 鷲塚公民館
 中尾公民館

 
柳別府公民館

 

下村公民館

 
東干草公民館

西干草

 

栫谷公民館

 
栫岡公民館

 

新調堀公民館

 

木入道公民館

上谷迫公民館

下谷迫公民館

中谷迫公民館

 

卍

卍

凸

凸

 吉地区①

 吉地区②

 吉地区③

 吉地区④

 吉地区⑤

220

448

 鹿屋市

 志布志市

 志布志市

 東串良町

 の神さあ

　 の神信仰の由来は稲の豊作を支えてくださる神様であり、祭りの形は地方により、いろ

いろであるが、本来 の神は春になると山の神が山から に降りて来て の神となり稲作を

見守り秋が終わると山に登って山の神になられる、考え方は全国的なものであるが、当地区

の場合は特異な形態の石像をつくり、それを の神として祀り春と秋には の神さあを各戸

に持ち廻り、 の神講を催していた。

　南九州の場合、真言宗教山伏がその石像を製作して の神講にも関与していたと伝わる。

江戸時代の山伏は地域住民の教化活動の支えとなっていた。

水神さあ

　水の神様と呼ばれる神は稀であり、俗に水神さんと呼び全

国に分布する水神さんには、生活用水を守る神、水 の潅漑

用水を守る神、水害除けの神、他に火難除けの神様があるが、

当地域にある水神さんは、ほとんど水 の潅漑用水を守る神

として祀られている。

古石塔群

　それぞれに特色がありその集落の生い立ちや経緯が読みと

れるようである。

はやまどん

　立派な鳥居を持ち、石塔の形はほとんど、水神さま

と見分けがつかず家型である「早馬」を、はやまどん

と読むのは鹿児島地方の称えかたであり、牛馬の神と

して祀るが、催しとして馬の早駆け及び、馬追いなど

の行事もあったと聞く。

六地蔵

　六面地蔵と６体地蔵があり、地蔵菩薩のことである。

　衆生の苦しみを助けて救済する庚申信仰、観音信仰などと結びつき、いろ

いろの願意を籠めてつくられ、集落の安全、先祖の供養と子孫の安隠や墓地

の護りなど、いろいろな願い事を祈願して建立されたものである。
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 永吉地区にある広大な台地は「えのはる（あいのはら：藍之原）」

と呼ばれていた。奈良時代，律令制度が確立されると，荘園開発

が進み鎌倉初期には藍之原台地の縁辺部に，「里（むらむら：邑々）」

が生まれ，里を南北に長く繋ぐことを「ナゲシ：長抻」という呼

称が発生した。これがいつの頃か「ナガヨシ（永吉）」と読むよう

になったと思われる。

 奈良時代には特産の「紫草」が税の代価として朝廷に献上した

記録があり，永吉の字には，牧に関する地名が多く，牧場があっ

たことが解る。

 江戸時代には，垂水島津家の持切在として，年貢を納めていた。
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　創建は不明。

　再興の棟札に天文４年（1535 年）とある。

ご神体について、大崎名勝誌には

『中尊は釈迦、左は観世音、右は阿弥陀』と記されている。

（上）鳥居の右

（下）鳥居の左

昭和８年（1933 年）

耕地整理記念

　はやまどんの近くに祀っ

てある。

　東九州自動車道の建設に伴い、

発掘調査が行われた。

　縄文時代早期（約 7,300 年前）

の巨大地震に伴う墳砂跡、縄文時

代前期（約 5,000 年前）の土器・

石器、弥生時代（約 2,100 年前）

の集落跡・墓群・円形周溝墓、平

安時代の集落跡や鎌倉時代（約

800 年前）の墓などが発見されて

いる。

　建立の時期は不明。六道

（地獄道、餓鬼道、畜生道、

修羅道、人道、天道）のそ

れぞれの衆生を救済する六

面の地蔵がはっきりと確認

できる。

　詳細は不明。

　宝塔３基、五輪塔３基が確認され

ている。

　太平洋戦争の末期、志布志湾岸一帯には本土決戦に備えた陣

地が構築され、谷迫にも大砲が据えた砲台が造られていた。

　終戦後に進駐軍が砲台の中に弾薬類を集め爆破させた。

　応永初期（14世紀後半）～戦国

時代（15世紀末）の宝塔が７基あ

り、肝付家関連のものと考えられ

る。

　五輪塔も２基確認されている。

東光寺跡とも言われている。

女人型美人像である。

　牛馬の神・集落の守

り神として信仰されてい

る。

 跡全景

円形周溝墓
※永吉天神段 跡発掘調査報告書2020より転載

彦三所大権現（彦山神社） 
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